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有周野草による草塵造成を目的としたハンディコンバインの開発に関する研究

はじめに

我が国の草地造成や大規模緑化には､これまでは外来牧草が利用されてきた｡ しかし､

移入した牧草が繁茂して本来その地域に自生する植物が消えたり､地域固有の遺伝的特性

が失われたりする弊害が目立つことから､緑化工学会では､緑化工事で､地域外から持ち

込む植物の利用を抑えるよう求める提言を2002年に公表している02004年には特定外来生

物規制法 (外来生物法)が施行され､多くの牧草は要注意外来生物に指定されている 紅ul

柵 iiLlmV:Ⅳ二igi)i_仙 ′/力吐出 吏iiin7()kLJlっし山 .柚吊)｡そのため､外来牧草の代替

的な植物の入手可能性や代替的な緑化手法の検討等を含めて環境省､農林水産省及び国土

交通省の3省が連携して総合的な取組みについて検討をすすめているoまた､草地学会で

も､学会誌で ｢野草と野草地の再評価｣に関rrる特集が組まれか:'Jたど､現在では野草の価

値を見直す気運が生まれつつある｡最近では､Ljj締疫や狂牛病?諾ど.地域外からの飼料供

給に由来する問題が表面化したことから､安全な自給飼料に対する注目が集まっている.

野草資源を有効に利用することで､農薬や化学肥料の使用量を大幅に低減 した家畜生産

を行 うことが可能であるD草地畜産の現場でも外兼敏革だけに依存 していた時代から､地

域固有の植物を利用する時代に移り変わりつつある｡

しかしながら､地域固有の植物である有用野草を用いた草地を造成することには､現状

では以下のような技術的な問題点があり､実用化されていないのが現状であるD

1,種子の採種効率が低いこと,も29種子の稔実率や発芽率が低いこと､ 3,実生の生育

速度が遅く､不斉-であること､4,肥料反応性が低いこと..5ヲ播種が困難なことo

特に1の ｢種子の採種効率が低いこと｣すなわち採種性の低さほ致命的であるとされて

きたO 日本の野草の多くは､極めて小さな種子に冠毛をもつ風散布種子であり､かつ脱粒

性が高いため､作物用の収穫機を利用した場合､種子の収穫率は極めて低い｡また､野草

は不整立地や荒れ地に生育することが多いため_､そもそも自走式の収穫機の使用が可能な

ケ-スは極めて限られているDそのため､ススキやチガヤなどの有用野草の種子を採種す

る場合には､ ｢穂刈り｣や ｢手摘み｣による人力作業が不可欠であり､草地造成や緑化に

必要な種子量を確保することは困難である｡このことが野草による草地造成や緑化を困難

にしている第-の原因であるO ｢穂刈り｣の場合にはその後に脱穀処理を行 う必要がある

ため､さらに労力とコス トがかかる｡

そこで､本研究では､これらの問題を解決するため野草種子に対応 した種子収穫機､通

称 ｢-ンディコンバイン｣を開発 し､野草の採種性を向上させることを第---の目的として

いるOこの収穫機に必要な仕様は､ 1,脱粒性が高い風散布種子を収穫可能なこと､ 2,

穂の収穫と脱穀が同時に可能なコンバインとしての機能を持っこと､3,収穫能力が人力

作業よりも高く採種コス トを低減できること､4,不整立地や荒れ地でも使用可能な携帯

型であること､5,機械が比較的安価であること､6.作業性と安全性が高いこと､ 7.



収穫された種子の品質が人力収穫よりも劣らないことの7点であるO申請者 らは､宮崎大

学で検討されてきた ｢茶摘機｣に関する知見を応用することにより､エンジンプロアに改

良を加え､上記 1-5の仕様を満たす収穫機を開発することに成功した (平成15-17年度､

平成18-19年度)｡しかしながら､6の作業性については､エンジン部を穂の高さまで手

で持ち上げる必要性があるため､長時間作業の場合には作業者に負荷がかかる問題が生じ

たOまた､7の種子の品質についてはさらなる検討が必要である｡そこで､本研究では､

これらの問怒らを解決することによって､作業性と種子の品質を向上させた新型の ｢-ン

ディコンバイン｣の開発とその評価を行うことが主要な目的である｡

また､有用野草を用いた緑化技術の開発が進まない原因の一つには､野草種子の貯蔵技

術が明確には確立されていないということがあげられるO緑化を行 う場合には､工事を行

う時期､つまり種子を蒔く時期は採種直後に限定されないため､採種 した種子を施工時期

まで晶質を保った状態､すなわち発芽率を維持した状態で貯蔵することが必要となるOそ

して種子を貯蔵する際､貯蔵時の温度及び湿度及びそれらの変動は長期保存種子の発芽力

を左右するO有用野草を用いた緑化における問題点に発芽率の低さがあげられるが､これ

は貯蔵技術が明確には確立されていない野草種子が､適切な条件でないまま長期保存され

るた鋸 こ､もともとはそれほど低くない発芽率が保存期間中に低下するためである可能性

がある｡

そこで､温度 ¢乾燥条件の違いが保存種子の発芽率に及ぼす影響を調べることにより､

適切な種子の保存方法を検討する｡
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研究成,果 :全体の概要

当該研究は､野草種子に対応 した種子収穫機を開発し､野草の採種性を向上させること

を第-の目的としている｡この収穫機に必要な仕様は､ 1,脱粒性が高い風散布種子を収

穫可能なこと､2,穂の収穫と脱穀が同時に可能なコンバインとしての機能を持つこと､

3,収穫能力が人力作業よりも高く採種コス トを低減できること､4,不整立地や荒れ地

でも使用可能な携帯型であること､5,機械が比較的安価であること､6.作業性と安全

性が高いこと､7,収穫された種子の品質が人力収穫よりも劣らないことの7点である｡

そこで､本研究では作業性と種子の品質を向上させる目的とした新型の収穫機 ｢ハンデ

ィコンバイン3号機｣を開発したOこれは､エンジン草刈 り機に改良を加えることで6の

作業性を向上させるとともに､より衝撃の少ない回転羽に取り替えることにより種子品質

を向上させることが期待されるものである｡収穫部とエンジン部を分担させることで､ 1

号機で問題となっていた作業性は3号機で太いに改善された｡

しかしながら､新型の収穫機 ｢-ンディコンバイン3号機｣の収穫能力は∫先に開発した

｢ハンディコンバイン 且号機｣よりも劣ることが明らかとなり､｢ハンディコンバイン 且号

機｣の作業性向上､もしくは ｢ハンディコンバイン3号機｣の収穫能力向上が必要である

ことが明らかとなった｡

さらに､チガヤ種子は6ケ月間の保存では､室温 匂湿潤保存種子では発芽率の低下が見

られた｡さらに､29ケ月間の保存では､乾燥保存種子の発芽率は高い値を維持したまま

であるのに対し､湿潤保存の種子は全く発芽せず､ほぼ完全に発芽率を失っていることが

明らかとなった｡

これらのことから､発芽率を椎持した状態でチガヤ種子を保存するには､乾燥状態での

保存が最も有効であることがわかったo湿潤状態での保存では遅くとも2年後にはほぼ発

芽能力を失 うが､乾燥状態では少なくとも2年間は発芽率が維持される｡保存期間が6ケ

月までであれば､乾燥状態の他に低温状態での保存も有効な手段であることが明らかとな

った｡この知見は､チガヤによる草地造成を行う上で極めて重要である｡


